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いの町観光協会からのお知らせ 

【申し込み】ギャラリー・コパ内いの町観光協会事務局　○　 893‐1211　○　 893‐1205

　いの町観光協会（会長：細川治雄）は『いの町の資源を活用し、観光振興・町の元気づくりに役立つ仕事を
する。』ことを活動の目標にしています。

　『まちの宝再発見セミナー！』のお知らせ　
　いの町のことを知る（再発見する）ことは、町の活性につながると思います。そこで、下記のとおり
セミナーを行います。回数は６回です。お気軽にご連絡、ご参加ください。町の魅力を知り、住みよい
地域をつくりましょう。

【定　　員】各セミナー３０人　※今月は前期３回分のお知らせです。
【申込締切】前期３回について１１月１６日までにお申し込みください。

　　１．１１月２２日（水）１３時３０分～１５時３０分／吾北中央公民館
　　　　「いの町のごりやくさん」～民話から学ぶ～
　　　　　○講師＝市原麟一郎先生（土佐民話の会主宰）
　
　　２．１１月２４日（金）１９時～２０時３０分／越裏門公民館
　　　　「いの町の土佐弁講座」～寺川郷談の中の民俗・文化～
　　　　　○講師＝坂本正夫先生（前・県立歴史民俗資料館長）
　
　　３．１２月１３日（水）１９時～２０時３０分／伊野公民館
　　　　「いの町の建築文化」～風土に合わせた土佐人の知恵～
　　　　　○講師＝上田尭世先生（上田建築事務所長）

　　　　　　※　内容・時間など変更になる場合があります。　
　　
　資源の見直しのきっかけづくりとして、９月３日に「いの大国さま」で行った、映画監督トーク
ショーでのお話の概要をご紹介します。
■東陽一監督　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　①和歌山出身ですが、第二のふるさと・いの町へ「もんて

・・・
」来ました。

　②行政の枠を超えた仁淀川文化圏、吉野川源流の文化圏があるはずです。これ
から「いの町」の新しい文化を何年かかけて創ってください。

　③「観光」という言葉を軽々しく言わないでください。観光というのは、全く
新しいものや風景、人などに出会った感動ですから。

　④どうか住民の皆さん自身の内発的なものを大切にしてください。
■山上徹二郎プロデューサー㈱シグロ代表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　①映画の制作会社を作って、今年で20年目です。そして今日のような皆さんと

の出会いを大事にしたいと思います。
　②映像に関わる仕事をしていますが、「音」で地域を記録することを真剣に考え

ています。いの町の住んでいる人にしかできない、たくさんの「音」を撮り
ためてください。

■井坂聡監督　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　①東京で生まれ育ちました。皆さんと同じように、住んでいるところを大事に

したいです。
　②いの町の人が見慣れた風景でも、ぼくたちが見たら、ハッとするいい場所が

あります。愛着や誇りの持てる地域を作ることが大事です。

お 願 い 
①催し、文化・民俗、人物、おいしいもの、
五感に感じる自然などの情報をお寄
せください。 
　ご意見等でもかまいません。お待ちし
ています。 
②観光協会の会員を募集しています。
年会費は団体１０，０００円、個人５，０００円
です。 


